
新

トのPRにより誘客を

規

図る。 。

平成31年度

完

　実績 令和 2年度　

了

予定

観光パンフレット

事

等の作成掲出と観光情

業

報の積極的な 観光パン

ゼ

フレット等の作成掲出

ロ

と観光情報の積極的な

予

提供やPRによる観光

算

誘客。「信州須坂プロ

事

モーション 提供やPR

業

による観光誘客。「信

担

州須坂プロモーション

当

事業」により、当市の

者

魅力映像をインターネ

全

ットでの 事業」により

体

、当市の魅力映像をイ

計

ンターネットでの

配信

画

や全国のCATVで放

経

送等により誘客宣伝を

費

実施する 配信や全国の

区

CATVで放送等によ

分

り誘客宣伝を実施する

内

。 。

線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　実績 平成30年度　実績

平成31年度　実績 令和 2年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　２年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 黒岩

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3425

事務事業名 4186 観光・誘客宣伝事業

所　　属 150300 産業振興部・商業観光課

施　　策 05042600 観光産業の振興

会計 01 一般会計
予算

科目 070103 商工費・商工費・観光費
科目

事業 020000 観光・誘客宣伝事業

事業目的 事業概要・効果 

観光の振興を行い、多くの観光客が訪れることにより 新型コロナウイルス感染症対策に対する地方創生臨時

、須坂市の活性化を図る。 交付金事業を実施するため

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

観光パンフレット等の作成掲出と観光情報の積極的な 観光パンフレット等の作成掲出と観光情報の積極的な

提供やPRによ

内

る観光誘客。 提供やP

部

Rによる観光誘客。

「

評

信州須坂プロモーショ

価

ン事業」により、東京

【

・名古 「信州須坂プロ

二

モーション事業」によ

次

り、東京・名古

屋・大

】

阪・北陸を重点とした

1

誘客宣伝の実施。 屋・

頁

大阪・北陸を重点とし

令

た誘客宣伝の実施。

H

和

29信州ＤＣに向けた

　

観光誘客の方策を検討

２

する。

平成29年度　

年

実績 平成30年度　実

度

績

観光パンフレット等

　

の作成掲出と観光情報

行

の積極的な 観光パンフ

政

レット等の作成掲出と

評

観光情報の積極的な

提

価

供やPRによる観光誘

事

客。「信州須坂プロモ

業

ーション 提供やPRに

別

よる観光誘客。「信州

シ

須坂プロモーション

事

ー

業」により、東京・名

ト

古屋・大阪・北陸を重

実

点とし 事業」により、

計

当市の魅力映像をイン

対

ターネットでの

た誘客

象

宣伝の実施。信州ＤＣ

評

で長野県との連携や市

価

内 配信や全国のCAT

対

Vで放送等により誘客

象

宣伝を実施する

イベン



年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 2年度

決　　　算 予　　　算

事業費 45,132 49,230

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 27,002 28,000

一般財源 18,130 21,230

正規職員 1.7 1.7
人員数

嘱託職員 0.5 0.5
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 12,350.5 12,350

内

.5

人　員 嘱託職員 1

部

,414.5 1,41

評

4.5

コスト 臨時職員

価

0.0 0.0

計 13,

【

765.0 13,76

二

5.0

市民一人当たり

次

の経費 1.1 1.2

総

】

額 58,897.0 6

2

2,995.0

（単位

頁

：千円）

平成31年度

指

決算　事業費の内訳

主

 

な節 金額 内容

賞賜金9

標

8節  報償費 9

消耗

 

品429、印刷製本費

名

2,280ほか
11節

算

 需用費 2,820

観

　

光写真撮影委託100

　

、観光案内誘客業務2

式

0,000ほか
13節

単

 委託費 28,100

位

15節 工事請負費 0

年

各観光団体等会費及び

　

負担金・イベントに対

　

する負担金9,229

度

ほか
19節 負担金補

平

助及び交付金 12,5

成

29

旅費345、役務

2

費1,221、借上料

8

96、公課費12
その

年

他 1,674

度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 2年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成31年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 観光案内所の観光客利用者数

算　　式 観光協会窓口での観光案内数＋交流センター入館者数－交流センター多目的ホール利用者数 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 24,250 24,500
目 標 値

実 績 11,164 11,342 9,629 13,128

指標選定 観光案内所へ訪れる観光客数により、戦略的なＰＲの効果が計れる。

の 理 由

最終年度 平成28年度14,807人に対し年間1,000人増を目指す。

目標の根拠 平成28年度実績に対し、令和２年度は12,000人を目指す。

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終



委

・行政内部の管理上の

託

課題解決に貢献してい

費

るか

・事業の目的が達

1

成できるような事業内

4

容になっているか

・関

節

係機関等との連絡調整

 

を密に行いながら、県

工

内外に情報発信を行っ

事

ている。

評   価

コ

請

メント

・成果を落とさ

負

ずにコストを削減する

費

方法はあるか

効 率 

1

性 ・効率性向上に努め

8

ているか 変わらない

・

節

使用料などの受益者負

 

担や補助対象事業の範

負

囲など、財源確保の余

担

地はないか

・須坂市を

金

知っていただくための

補

、プロモーション活動

助

シティセールス活動、

及

情報発信を地道に行っ

び

ていく。

評   価

コ

交

メント

振り返り（決算

付

年度の取組み課題）

・

金

今後、日本や長野で開

そ

催される大きなイベン

の

ト機会を捉え、須坂を

他

知っていただく活動を

Ｃ

地道に行う。

ＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 2

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

賞賜金10
7節  報

令

償費 10

消耗品453

和

、印刷製本2,600

 

ほか
10節 需用費 3

2

,247

観光写真撮影

年

委託100、観光案内

度

誘客業務21,600

当

ほか
12節 委託費 2

初

9,700

14節 工

予

事請負費 0

各観光団体

算

等会費及び負担金・イ

　

ベントに対する負担金

事

10,280ほか
18

業

節 負担金補助及び交

費

付金 14,280

旅費

の

300、役務費1,5

内

87、借上料93、公

訳

課費13
その他 1,9

主

93

ＣＨＥＣＫ

個別評

な

価

項目 評価観点 評価内

節

容

・市民の生命・財産

金

を守るため市が実施す

額

ることが必要不可欠な

内

事業であるか

・行政内

容

部の管理運営上必要な

7

事業であるか

必 要 

節

性 ・市が主体となり実

 

施すべき事業か 普通

・

 

法的な根拠や公的関与

報

の妥当性はあるか

・目

償

的は結果（施策の目指

費

す理想）に結びついて

1

いるか

・須坂市を知っ

0

ていただくため、プロ

節

モーション活動やシテ

 

ィセールス活動は必要

需

不可欠である。

評  

用

 価

コメント

・事業の

費

成果は上がっているか

1

・目標に対する達成度

2

は十分か

有 効 性 ・

節

市民生活上の課題解決

 

に貢献しているか 普通



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

長野県の強みである自然や山岳観光、更にはブランド 関係団体等と連携した観光宣伝、イベント

内

開催は、観

力のある果

部

物や味噌等の地域資源

評

を活かしながら関係 光

価

誘客をはかるために有

【

効な施策である。

機関

二

とも連携し、知名度向

次

上と来訪客の確保を図

】

るう

えでも有効な施策

4

である。

外部評価

次年

頁

度以降の方向性

外部評

Ａ

価コメント

ＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


